
編集部がチェックした魅力・特徴を紹介！

メディカル編集部が徹底取材
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※新卒対象の採用データに関しては、
2025年卒採用の情報です

○○募集概要 ○○給与・福利厚生（待遇）

未来のキラリ人へ!
施設長からのメッセージ
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社会福祉法人 親和園

☎089-963-1126

HPはコチラ

新 卒新 卒 中 途キャリア パート アルバイト インターンシップ

まずはお電話にて担当井上までお気軽にお問い合わせください。（本部／089-963-
1126）

社会福祉法人

親和園

諸事情で親と暮らせない子の家庭に代わる
生活の場を作る親和園。地域のボランティア
による「お話会」も実施

「子どもにとっては先生ではなく母親だからこ
そ、敢えて素の自分も見せるようにしている」と
山田さんは話す

保育園･幼稚園の勤務以上に、
家庭環境に恵まれない子の母親
代わりという側面が強いお仕事。
幼児期に限らず子どもの成長に
深く長く寄り添いたい、という方
に向いている職場です！

保育士
山田真由美さん
平成7年入職／新卒採用

松山市出身、愛媛県立保育専門学
校卒業。幼児期～青年期を通して子
どもたちを見守れることが何よりのやり
がい。今の仕事は自分にとって天職だ
と語る

職場の雰囲気は?

職場を選んだ理由

今後の展望を教えてください

職員同士も仲が良く、誰でもウェ
ルカムな

とても明るい雰囲気です。毎日仕
事に来

るのを楽しく感じる職場ですね。

やはり子どもが大好きだったので
、子ども

たちとより密に関われる点かつ、当
時は自

宅からの距離の近さも魅力でした
。

子どもに親身に寄り添える保育
士を目指

しています。日々子どもたちと一
緒に、自

身も成長し続けていきたいですね
。

未来のキラリ人へ!
施設長からのメッセージ

新家 金吾さん

親和園の1日の生活は「おはよー！」
の声で始まります。当施設は、何らかの
事情で家族と一緒に暮らせない子たち
をお預かりし、養育支援を行う児童養護
施設です。行政や地域とも連携を取り
つつ、幼い子たちが健全に成長し、ゆく
ゆくは一成人として自立できるよう支え
るのが私たちの役目。一人の人間が乳
幼児から青少年へ成長する様を肌で感
じ、その変化を日々間近で見られること
がやりがいとなるはずです。子どものため
に共に汗を流し、喜びを分かち合い、そ
して情熱を持って向き合える。そんな方
はぜひウェルカム！職場も家族のような
温かみがありますよ。お問合せをお待ち
してます！

住 松山市中野町甲589
休 土･日曜、祝日
問合せ 9:00～17:00

職種①保育士または児童指導員 ②生活支援員 募集形態正
社員 勤務地①松山市中野町甲916 ②松山市中野町甲589
勤務時間①6時～15時、12時～21時、または6時～22時のシフト
制 ②8時30分～17時30分、7時～16時、10時～19時
資格普通自動運転免許、①保育士、幼稚園教諭免許、小学校教
諭免許、中学教諭免許、高等学校教諭免許 ②介護職員初任者
研修資格

給与①211,200円～235,000円 ②198,700円～234,000円
諸手当住宅手当（賃貸）5,000円～18,000円、扶養手当、宿直手
当、残業手当、年末年始手当、年度末手当等 昇給あり 賞与年
2回（前年度実績 計4.2カ月分） 休日休暇 週休二日制
その他 各種保険あり、マイカー通勤可（駐車料／月額1,000円）

最も嬉しかった出来事のひと
つは、独り立ちした子どもが、
自分の子どもを連れて挨拶を
しに帰ってくれたとき

半世紀以上に渡り福祉と地域を
繋ぐ施設運営･事業活動を展開

児童･障がい者福祉に関わるサービスを総合的に
提供する「社会福祉法人 親和園」。1953年の法
人設立から半世紀以上に渡り、「地域との共生」を
理念として掲げ様々な福祉活動や施設運営を
行ってきた。現在グループの主軸を担うのは、【児
童養護施設 親和園】を中心とした児童福祉事
業、【障害者支援施設 久谷】を中心とした知的障
がい者支援、同じく【障害者支援施設 アイル】を
中心とした身体障がい者支援の3つ。重ねてその
支援活動を地域貢献と繋げている点も大きなポイ
ントだ。地域･行政との連携や協働はもちろん、各
施設の運営や様々なイベント運営･企画によって、
地域に暮らす人々に「福祉を必要とする人々」の
ことをより知ってもらうための啓蒙活動も、地域福
祉の拠点として積極的に行っている。

法人設立の源流ともなった児童福祉事業「親和園」

ノーリフトケアも導入する身体障がい者支援「アイル」知的障がい者支援は“心を支え
る支援”を目指す「久谷」

同法人の設立は、当時朝美地域に開設した「児童
養護施設 親和園」の誕生を発端とする。様々な事
情で家族と共に暮らせない子たちの生活の場として、
子どもの成長･自立を支える。平成20年3月に中野
町に移転し、3施設が集結した。

「障害者支援施設 アイル」では、職員と利用者双方の負
担を軽減する“ノーリフトケア”を積極採用。入所のみな
らず通所での利用も可能で、居宅介護･重度訪問介護を
行う在宅ケアステーションの運営も実施。

居住型の「障害者支援施設 久谷」を中心とした障がい
者支援活動では、安心･安全で快適な生活環境を土台
に、やりがいや生きがいを感じられるような生活をサポー
ト。就労継続支援B型事業所やグループホーム、相談支
援事業所等も構える。

地域の人々にも
“福祉の役割”を
啓蒙！

明るく快適な生活空間と、一人ひとり
に合わせたサービスを提供

職場見学は随時受付中、興味があれば気軽に問い合わせを人的要素に頼らない均一な支援を実現するICTサービス・機器も導入
働き始めてからのミスマッチやギャ
ップを極力減らすべく、同グループ
では入職を希望する者には事前
に職場見学を随時実施。実際に
施設の1日の流れを職員に同行し
体験してもらう事で、福祉支援の
現場感をより正確に把握してもら
うよう努めている。

障がい者施設では、主に利用者
のデータ管理を主目的としたタブ
レット利用やデジタル運用を導
入。無駄な記録工程の削減及び
隙間時間の有効活用を促進した
ことで、職員も利用者と向き合う
時間をしっかり確保できるようにな
り、より質の高い支援が可能に。


